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音楽科 学習指導案 
 
                                                               小学校 大山崎小学校 
                                                              指導者  金星 実紀 

 

 

１  対象 第５学年１組   ３２名 
 
２ 日時 令和６年１１月１２日 火曜日 第５校時 （１３：４５～１４：３０） 
 
３ 場所 音楽室 
 
４ 題材名（６時間扱い） 曲想の変化を感じ取ろう   
 
５ 題材について 

この題材は、４年生の「せんりつのとくちょうを感じ取ろう」「せんりつの重なりを感じ取ろう」の学習や５
年生のこれまでの学習などを支えとして、「曲想」とその変化を感じ取りながら表現を工夫して歌ったり演奏
したりする学習を展開する。 
本学級の児童は、歌うことが好きな児童が多く、音楽の授業を楽しみにしている。一方で、リコーダーや鍵

盤ハーモニカに対する苦手意識をもっている児童や、楽譜を読むことが難しい児童がいることも実態である。 
本題材に配置されているハ長調の二部合唱教材とイ短調の器楽合奏教材は、いずれも楽曲中での曲想の変化

が分かりやすくなっている。学習を進めるに当たって、まずは、歌ったり演奏したりする中で、児童が曲想の
変化をしっかりと捉えられるようにする。次に、その変化はリズム、旋律、強弱、音の重なりなど、どのよう
な音楽を形づくっている要素によって生み出されているのかについて、気付いたことや感じたことを互いに伝
え合い、実際に歌ったり演奏したりして確かめながら理解を深める。そして、児童が学んだ知識を生かし、そ
れぞれの教材にふさわしい表現の仕方を工夫して歌ったり演奏したりすることができるようにする。学習指導
要領には、器楽分野において身に付けるべき技能の一つとして、「各声部の楽器の音や全体の響き、伴奏を聴い
て、音を合わせて演奏する技能」が挙げられている。聴く力と合わせる力を育むことで、音が合った時の心地
良さを感じさせたい。また、児童が練習方法や演奏方法を考え主体的に音楽に関わり、協同して音楽活動をす
る楽しさを味わわせたい。 

 
６ 題材の目標 

（１）曲想と音色や旋律、強弱などの音楽の構造や歌詞の内容との関わり、多様な楽器の音色や響きと演奏の

仕方との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、歌唱や器楽

の技能を身に付ける。【知識及び技能】 

（２）音色、リズム、旋律、強弱、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美し

さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわし

い表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもつ。【思考力、判断力、表現力等】 

（３）曲想の変化を感じ取って表現を工夫する学習に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に歌唱や器楽の学習活動に取り組み、他者と力を合わせて一つの音楽をつくり上げる態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 

 

７ 題材の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①曲想と音色や旋律、強弱などの
音楽の構造や歌詞の内容との
関わりについて理解している。
知 

 
②思いや意図に合った表現をす
るために必要な、呼吸及び発音
の仕方に気を付けて、自然で無
理のない、響きのある歌い方で
歌う技能や、各声部の歌声や全
体の響き、伴奏を聴いて、声を
合わせて歌う技能を身に付け
て歌っている。技 

①音色、リズム、旋律、強弱を聴き取り、それら
の働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え、曲の特徴にふ
さわしい表現を工夫し、どのように歌うかに
ついて思いや意図をもっている。思 

②音色、旋律、強弱、音の重なり、呼びかけとこ
たえを聴き取り、それらの働きが生み出すよ
さや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取
ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、
どのように演奏するかについて思いや意図を
もっている。思 

①曲想の変化を感じ取って表現を
工夫する学習に興味・関心をも
ち、音楽活動を楽しみながら主体
的・協働的に歌唱や器楽の学習活
動に取り組もうとしている。態 



③曲想と音色や旋律、強弱などの
音楽の構造との関わりについ
て理解している。知 

④多様な楽器の音色や響きと演
奏の仕方との関わりについて
理解するとともに、思いや意図
に合った表現をするために必
要な、音色や響き、伴奏を聴い
て、音を合わせて演奏する技能
を身に付けて演奏している。 

知・技 
 
 

８ 指導と評価の計画（６時間） 

次 時 ○ねらい・学習活動 
評価規準（評価方法） 

知・技 思・判・表 態 

一 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

○「夢の世界を」のアとイの曲想の変化を感じ取り、主
旋律と副旋律を歌唱する。 

・曲を聴き、曲想が変化したと思うところで手を挙げ
る。 

・なぜ曲想が変化したと感じたのか、「音楽のもと」の中
から理由を考え話し合う。 

①知 
(行動観察・ワ
ークシート) 

 

  

 ２ 
 
○「夢の世界を」の曲想の変化をもとに、歌い方の工夫
を考える。 

・アとイの曲想の変化を表現するための工夫を考える。 
・表現のくふうについて考えたことを生かして、二部合
唱をする。 

・学習を振り返る。 

②技 
(演奏聴取) 

①思 
（ワークシー
ト） 

 

二 ３
（
本
時
） 

○「キリマンジャロ」を鑑賞し、曲想と音色や旋律、強
弱などの音楽の構造との関わりについて、自分の考え
を書いたり発言したりする。 

・曲を聴き、曲想が変化したと思うところで手を挙げ
る。 

・曲を聴いて気付いたことや感じたことをワークシート
に書き、交流する。 

・曲を聴きながら、同じリズムが何度も出てくること
や、かけ合いになっていることに気付き、曲の構成に
ついて理解する。 

・旋律部分の掛け合いを、一部演奏する。 

③知 
(発言内容・ワ
ークシート) 

  

 ４ 
 
○それぞれのパートに分かれて「キリマンジャロ」を演
奏する。 

・楽器ごとのかけ合いになっていることに注意して練習
する。 

  ①態 
（行動観察） 

 ５ 
 
○楽器の音色や響きの特徴に気を付けて、曲想の変化を
生かして工夫を考える。 

・曲の構成や曲想の変化に着目しながら演奏の工夫を考
える。 

 ②思 
（発言内容・
ワークシー
ト） 

 

 ６ 
 
○「キリマンジャロ」のそれぞれのパートの音色を聴き
合いながら、全体で合奏する。 

・それぞれのパートがどのような演奏をしているのか理
解して合奏する。 

・曲想の変化が感じられる演奏か、合奏を聴き合う。 
・学習の振り返りを行う。 

④知・技 
（行動観察、演
奏聴取） 

 ①態 
（行動観察） 

 



９ 本時の目標 

   曲想と音色や旋律、強弱などの音楽の構造との関わりについて理解している。 
【知識・技能】 

10 本時の展開（３／６） 

過
程 

 
学習活動 

 

学習
形態 

指 導 上 の 留 意 点 
評価規準 

【評価の観点】 
〈評価方法〉 

導

入

10

分 

○３つの音楽を聞いて、共通点を見つ
ける。 

 
○「キリマンジャロ」を聞き、曲を聞

いて何を想像したか交流する。 
 
 
 
 

一斉 
 
一斉 
 
 
 

・共通点は曲想の雰囲気が変わ
ることに気付かせる。 

 
・曲名だけでなく、「キリマン
ジャロ」という山の画像を見
せることで、曲へのイメージ
を膨らませるきっかけにする 

 
 

  
◇曲想と音色や旋律
、強弱などの音楽の
構造との関わりにつ
いて理解することが
できる。 
【知識・技能】 
〈発言内容、ワーク
シート〉 

展

開

30

分 

 

 

 

 

 

 

○曲想の変化を感じながら、楽譜パズ
ルを行う。 

 
○パズルの構成について、並べた理由
をワークシートに記入する。 

 
○パズルの構成について、並べた理由
を交流する。 

 
＜予想される児童の反応＞ 
㋐リコーダーと鍵盤ハーモニカが交互
に出てくる。 

㋑リコーダーの呼びかけに鍵盤ハーモ
ニカが応えている。 

㋒スタッカートがたくさんある。 
㋓曲には、速い部分とゆっくりな部分
がある。 

㋔後半は、伸ばしている音が多い。 
 
 
○楽譜を見ながら「キリマンジャロ」
を聞く。 

 
 
 
○主旋律を部分的に演奏する。 
・児童はリコーダーパート、教師は鍵
盤ハーモニカパートを演奏する。 

・低音楽器の部分を、手拍子や足でリ
ズムを表現して演奏する。 

・好きなパートで合奏する。 
・1回目の合奏を終え、各パートのバラ
ンスを考えて２回目の演奏をする。 

 

グル
ープ 
 
個人 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
一斉 

・楽器の種類、出てくる順番、
スタッカートの有無、曲の雰
囲気の変化に気を付けて聞か
せる。 

 
 
・パズルの構成から気付いたこ
とを基にして、曲想の変化に
気付かせる。 

 
・㋐出てくる楽器の種類、㋑掛
け合いになっている、㋒旋律
が短く切れている、㋓速く演
奏する部分と伸びやかに演奏
する部分がある㋔後半には、
伸びやかな部分が続くなど、
パズルを組み立てることを通
して曲想の違いや、旋律の特
徴に気付かせる。 

 
・曲想の変化、旋律の特徴、楽
器どうしの掛け合いなど、交
流した内容を基にして曲の構
成を捉えさせる。 

 
 
・リコーダーと鍵盤ハーモニカ
部分を交互に演奏することで
、演奏が掛け合いになってい
ることに気付かせる。 

・低音楽器のパートは、曲想に
合わせた自由なリズムで表現
させる。楽器が苦手な児童も
参加できるように支援する。 

  

 
 
 
・曲想と音色や旋律
、強弱などの音楽
の構造との関わり
について、自分の
考えを具体的に
WSに書いたり発
言したりしている
。 

 
 
 
 
・いくつかの言葉を
示し、気付いたこ
とや感じたことを
WSに書けるよう
にする。 

ま

と

め

５

分 

○次回の音楽で、どんな練習が必要か
考える。 

＜予想される児童の反応＞ 
・楽器の分担 
・楽器ごとの練習 
・他の楽器に変更 
・演奏の工夫 
○個人の目標を立てる。 
 
 
○次時の活動を聞く。 

一斉 ・本時の振り返りを通して、曲
想を工夫して演奏するために
はどんな練習が必要か考えさ
せる。 

 
 
 
・次時の学習の個人目標を立て
ることで、主体的な活動を促
す。  

 

曲想のちがいに気付き、曲の構成を捉えよう。 

十分満足できると判断さ
れる 状況 

努力を要する状況への
手立て 



 

11 板書計画 ワークシート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め：曲想のちがいに気付き、曲の構成をとらえよう。 

キリマンジャロ      

             

    

気付いたこと・感じたこと 楽譜パズル 

        

    



曲想を生かして合奏しよう 

                       組    名前（                   ） 

 

 

 

 

めあて 

 

 

○楽譜パズル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 ふりかえり 
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次回練習したいこと・がんばりたいこと 

 

 

 

                                        

                                        

キリマンジャロ 

この順番に並べたのはなぜ？（楽器、旋律、リズム、速さ、強弱など） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想の違いに気づき、曲の構成をとらえよう。 
 



日付 ふりかえり 
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次回練習したいこと・がんばりたいこと 

 

 

 

                                        

                

 

                                        

 

 

 

 

日付 ふりかえり 
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次回練習したいこと・がんばりたいこと 

 

 

 

             

 

                            

                                        



 


